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２４億3 , 200 万円

昭和61年度一般会計予算

昭
和
六
十
一
年
度
の
町
予
算
が
、
去
る
三
月
十
三
日
、
町
議

会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
十
四
億
三
千
二
百
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
べ
る
と
、
八
千
七
百
万
円
の
増
、
率
に
し

て
三
・
七
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
。
今
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
、
県
北
中
学
校
の
改

築
が
重
点
事
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
　
　
　

入

歳
入
の
四
瓦
・
已
％
心
－
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
的
年
唆
当
初
ｆ
算
か
・

一
同
・
六
％
ｈ
ま
わ
り
ま
し
た

県
支
出
金
は
、
じ
Ｉ
・
£
％
‐
の
滅

と
な
り
ま
し
た
か
。
こ
れ
は
。
ド
水

道
整
備
費
を
。
公
北
ド
水
道
特
別
会

計
と
し
て
新
設
し
た
こ
と
に
よ
る
営

農
対
策
補
助
金
の
滅
に
よ
る
し
の
と
、

林
道
補
助
金
組
替
え
に
よ
る
滅
が
ｔ

な
要
囚
と
い
え
ま
す

町
税
収
人
は
。
歳
入
総
額
の
。二
・

三
％
を
占

め
、
前
年
度
当
初
ｐ

算
と

比
べ
五
・
八
〇
。
の
増
と
な
り
ま
し
た

こ
れ
は
、
給
与
所
得
、
閥
定
資
産
税

の
伸
び
に
よ
る
む
の
で
す

自
主
財
源
は
三
一
％

歳
入
予
算
を
自
Ｌ
財
源
（
町
か
収

入
額
を
見
積
り
、
賦
課
徴
収
す
る
な

ど
、
自
主
的
に
確
保
で
き
る
収
人
）

と
国
県
等
依
存
財
源
（
国
や
県
な
ど

か
ら
定
め
ら
れ
た
翻
を
女
付
さ
れ
た

り
、
割
当
て
ら
れ
る
収
人
）
と
に
分

け

る
と
、

自
主
財

源
は

．
隣
成

比
で

前
年

暖
よ

り

．
・
四
％

低

い
．．：

Ｕ
‥

と
な

．つ
て

い
ま
す

．

町税の内訳
固定資産税

43.4 %

2億3  , 532万 円

町 民税

40.4 %

2億1  , 850万円

町たばこ消費税8.4 ％

雷　 気　 椏　5.9 ％

税 の 負 担

固定資産税 個人町民税

一世帯当り

74 .254円

１人当り

15 . 790円

※昭和61年4  月 一 H の世帯数お･よぴ人口で、割りだ

したものです。



歳

出

目
的
別
に
み
て
、
構
成
比
の
高
い

も
の
か
ら
教
宵
費
、
衛
生
費
、
総
務

費
、
土
木
費
、
公
債
賢
、
民
生
費
、

農
林
水
産
業
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
。

伸
び
率
の
高
い
も
の
は
、
教
育
費
か

一
六
・
二
％
増
、
こ
れ
は
、
県
北
中

学
校
改
築
事
業
費
や
藤
田
幼
稚
園
運

動
場
な
ど
の
敷
地
購
入
賢
の
増
で
、

次
い
で
衛
生
費
か
、
公
立
藤
田
総
合

病
院
負
担
金
と
摺
上
川
ダ
ム
建
設
に

伴
う
広
域
事
業
負
担
金
の
増
、
化
民

畦
康
腎
理
充
実
を
図
る
た
め
の
川
で

一
五
・
四
％
の
伸
び
と
な
っ
て

い
ま

す
。減

額
と
な
り
だ
も
の
は
、
上
木
費

か
下
水
道
費
の
特
別
会
計
設
置
に
よ

り
二
三
・
九
％
の
減
。
ま
た
、
民
生

冊
一
一

∴
一
％

、
商
工
費

】
〇
・
八

％
と
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
り
ま
し
た

費
目
ご
と
の
主
な
も
の
を
準
げ
ま

し

た
。

▲改築が違む県北中半校

民　生　費

●保育事業　　　　　　　　　　　　　6,610 万円

●児童手当交付金　　　　　　　　　　　2.260 万円

●重度,C4 障古者医療扶助　　　　　　　　650 万円

●長寿を祝う事業（敬老会，敬老祝金）　　328 万円

卜 老人家庭奉仕員設置事業　　　　　　　　327 万円

●老人クラブ活動助成交付金　　　　　　　101 万円

教　育　費

S･県北中学校改築事業　　　　　　　　5 億32 万円

●学校保健対策費　　　　　　　　　　　4  , 別 8万円

●幼稚園教育　　　　　　　　　　　　　3.2 万円

●体育施設の整備，碓持管理費　　　　　l,  7 万円

●公民館活動　　　　　　　　　　　　　3 ＆4万円

総　務　費

●選挙費 参議院議員選挙費　　　　　　　　296 万円

県議会議員選挙費　　　　　　　　57 万円

●地域開発計画の調査研究　　　　　　　　292 万円

●広報くにみ発行費　　　　　　　　　　　181 万円

●部落集会所新策補助　　　　　　　　　　150 万円



土 木 費

●町道整備費　　　　　　　　　　　　9,481 万円

●道路橋梁維持管理費　　　　　　　　　3.618 万円

●河川整備費　　　　　　　　　　　　　i.  3 万円

卜公共下水道特別会計繰出金　　　　　　5  , 767万円

公債費

S･町債元利償環金　　　　　　　　　2 億2,088万円

農林水産業費

●林道の整備事業　　　　　　　　　　　l,  5万円

●種子センター餓備事業　　　　　　　　l,  5万円

●伊遠地城営農団地農道整備事業　　　　　596 万円

･･水田利用再綱事業　　　　　　　　　　　311 万円

S･町営牧野草地改良事業　　　　　　　　　300 万円

衛　生　費

●老人保健対策費　　　　　　　　　　　2.  四 5万円

S･各種検診事業　　　　　　　　　　　　1,301 万円

●各種予防接種　　　　　　　　　　　　279 万円

卜 公立藤田総合病院負担金　　　　　　1 億7,535万円

商　工　費

●中小企業振興預託金　　　　　　　　　600 万円

●町商工会運営助成　　　　　　　　　　　4(X) 万円

●商工会館建設助成　　　　　　　　　　　250 万円

消　防　費

･･伊達地方消防組合負担金　　　　　　　7.1  引万円

卜消防車の更新、装備拡充　　　　　　　　261 万円

そ の 他 の 特 別 会 計

会 計 名 本 年 度 額 前 年度 額 比　　 較

国民健康保険 6 億 2. 万円 5億9,(X)o万円 3.  网万円

老 人 ほ 健 4 億 2. 6万円 4 住 3.692万円 △0 万円

渇水対篥施設 4 , 539万円 4.7 万円 △　211万円

貝田簡易水道 l, 加 2万円 1 靆 82万円 20万円

育 英 会 計 642万円 642万円 O円

人 山財産区 341万円 622万円 △　281万円

藤田 財産区 40万円 535万円 △　495 万円

大木戸財産区 52万円 50万円 2万円

公共 下水道 一 億 7 万円 0円 1億467 万円

水 道 事 業 会 計

科　　 目 本 年 度 額 前 年 度額 比　　 較

収益的

収入 億 4.074万円 1偲4. 引 4万円 △　240万円

支出 1億208 万円 1億1,584万円 △　376万円

資本的

収入 O円 o円 o円

支出 517万円 415万円 102万円

資本的収入額 が資本的支出に対して不足する額

517万円は過年度分択益勘定留保資金で補てん



みんなで賄おう

日本の血液
●４月1 日スタート　 新しい献血制度

▼
新
し
い
献
血
制
度

。人
生
八
十
年
型

社
会

Ｑ
Ｅ
２
し

た
ち
は
今
、

か
つ
て

経
験
し
た
こ

と
の

な
い
長
寿
時
代

を
迎
え
て

い
ま
す
。
同

時
に

、
医
療
の

進
歩
に
よ
っ
て

、
一
昔

前
な

ら
ば
、

体
力
の

な
い
高

齢
者
は
受

け
ら
れ
な
か
っ

た
手

術
も
、
今
で

は
可

能
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
の
献

血
制
度
で

は
す
で

に
、
す
べ
て

の
血
液

製
剤
を
国
民
の

献
血
だ
け
で

は
賄
い
得

な
い

状
況

に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で

、
血
液
の

安
定
確
保
を
目
指

し
、
四

月
一
日

が
ら
献
血
制
度
が
生
ま

れ
変
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
が
選
択

三
つ
の
献
血
方
法

昭
和
六
十
年
の
献
血
者
は
全
国
で

約
八
百
匕
十
万
人
。
全
人
日
の
約
匕

・
こ
％

の
献
血
半
は
、
世
ｗ

で
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
回
当
た
り
の
献
血
量
『
こ
百
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
』
は
、
肬
界
で
も
最
少
植

の

レ
ベ
ル
で
す
。
そ
の
た
め
多
く
の

善
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
伏
療
川
の

血
液
は
不
卜
分
な
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
。
今
同
の
改
正
で
は
、
従

米
の
「
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
」

に
加
え
、
新
た
に
『
四
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
献
血
』
と
血
液
中
の
特
定
成
分

だ
け
を
探
血
す
る
『
成
分
献
血
』
が

碑

入
さ

れ
ま

し
た
．

そ
の

結
米

、
Ｎ
Ｈ

．
Ｈ

か
ら

は
こ

れ
ら
．．
．つ
の

中

か
ら
ど

れ
か
を

選
ん

で

献
血
で

き

る
よ

う
に

な
り
ま

す
．

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

安
全
性
は
実
証
済
み

血
被
の
安
定
確
像
と
、
輸
血

に
よ

る
肝
炎
な
ど
の
感
染
や
そ
の
ほ
か
の

副
作
川
を
減
ら
す
た
め
に
生
ま
れ
た

の
が
、
四
び
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
で

す
。例

え
ば
１
二
μ

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

愉
血
は
、
。
．ａ

ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
献
血

で
は
六
人
分
の
血
液
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
四
ａ

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
の
鳩
合
、
二
人
分
で
輸
血
が
す
み

ま
す
。
少
な
い
人
数
で

ぞ
要
賢
が
確

保
で
き
る
と
同
時
に
、
一
方
で
数
多

く
の
血
液
を
混
ぜ
合
わ
せ
な
く
て
す

む
の
で

。
輸
血

に
よ
る
副
作
川
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
つ
ま

り
、
阯
の
確
ほ
と
安
全
性
が
得
ら
れ

る
採
血
方
法
な
の
で
す
。

四
ａ

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
は
、
日

本
人
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
体
格
を
し
た

束
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
た
ち
の
ほ
か
。

齔
界
各
国
で
か
な
り
前

か
ら
行
わ
れ

て
お
り
。
Ⅸ
学
的
に
も
そ
の
安
全
性

は
卜
分
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
分
献
血

必
要
な
成
分
を
採
血
す
る

成
分
献
血
と
は
、
血
液
中
の
血
漿

あ
る
い
は
血
小
板
だ
け
を
採
血
す
る

方
法
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
採
血
方
法
が

必
。要
な
の
か
と
い
う
と
、
血
漿
成
分

か
ら
っ
く
る
血
漿
分
画
製
剤
が
現
在

の
医
療
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
今
、
こ
の
裝

削
を
つ
く
る
血
漿
は
国
内
で
確
保
で

き
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の

製
剤
や
血
漿
の
九
〇
％
以
Ｌ
を
外
同

に
頼
・
て

い
ま
す
。
医
療
に
必
要
な

こ
の
製
剤
を
国
内
で
っ
く
る
た
め
に

ら
、’
成
分
献
血
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
採
血
方
法
な
の
で
す
。

成
分
採
血
は
世
界
各
国
。
そ
し
て

国
内
の
大
学
病
院
・
総
合
病
院
で

も

す
で
に
行
わ
れ
て
い
て
。
安
全
性
は

十
分
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

血
漿
分
画
製
剤

血
漿
分
画
製
剤
と
は
、
血
液
中

の
血
漿
成
分
を
さ
ら
に
個
々
の
成

分
に
分
離
・
精
製
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
製
剤
は
必
要
な
成
分
だ
け
を

使
用
す
る
も
の
で
す
が
、
日
本
の

献
血
だ
け
で
確
保
す
る
た
め
に
は
、

今
の
献
血
制
度
で
は
、
数
倍
の
献

血
者
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
輸

入
し
た
製
品
や
血
漿
を
通
し
、
エ

イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）

に
感
染
す
る
と
い
う
問
題
が
発
生

し
ま
し
た
。
い
ま
、
国
民
の
必
要

と
す
る
血
液
は
国
民
の
献
血
に
よ

る
血
液
で
確
保
す
る
こ
と
が
せ
ま

ら
れ
て
い
ま
す
、

健
康
な
時
に
献
血
を

今
同
の
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

と
成
分
献
血
の
導
入
は
、
医
僚

に
必

婪
な
血
液
製
剤
す
べ
て
を
献
血
か
ら

確
保
す
る
努
力
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

健
康
な
時
に
献
血
し
、
必
要
な
時

に
血
液
製
剤
を
使
り
だ
医
療
を
受
け

る
Ｉ

あ
な
た
の
さ
し
の
べ
た
腕
が

尊
い
生
命
を
守
り
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
献
血
制
度

に
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

豪
こ
邏
製
利
と
は
．
人
の

皿
濮
か
ら
作
ら
れ
た
医
裏
品

を
総
珎
じ
て

吁
び

ま
ｆ
．



教育長が決まる
教育長は４月２日から就任

助

役
に
八
島
前
総
務
課
長

前
任
者
の
渡
部
直
人
さ
ん
が
叶
．小

十
二
月
三
Ｉ
一
日
付
退
任
以
後
窄
席

で

あ
｛

だ
助

役

に
、
円

爿
一

卜
付
で

八
島
忠

暗
面

総
隋

課
艮

が
枇

任
し
ま

し
６
≒

八
鳥

さ
ん

は
、
昭

和

丘
弟

慟
ま

れ

の
．耘
卜
Ｅ

砲
『

昭

和
一
二
十
六
年

に
町

職
に

と
な

ご
・
、以

宋
、
脱

務

課
長
．

総

務

課
艮
な

ど
を
歴

任

し
ま

し
た
．

こ

の

侵

い
行

政
令

榜
経
験

を

、
町
長

補
佐

の
立
場

か
ら

町
政

に
生

か
さ
れ

る
も
の

と
人
き

な
明

待

か
寄
せ

以
．
れ

て

い
ま
す

よ
ろ

し
く

お
顛

い
し
ま

す

収
入
役
に
武
田
前
下
水
道
課
長

昨
年
六
月
ニ
ト
川
付
で
前
任
抒
の

佐
野
正
治
さ
ん
が
退
任
以
後
空
席
と

な

Ｊ。
て
い
た
収
入
役
に
、
武
川
喜
男

加

卜
水

道
課

長
か

、
四

月

．
Ｈ
付
で

第

四
代

目
の

収
人

役
と
し

て
就

任
し

４
″
し

た

．

武
田

さ
ん

は
、

昭
和
ぺ

年
生

ま
れ

の

行
卜

．
．歳
．

昭
陌
一
．卜
『
．．年

に
旧

膏

げ
野
村

職
ほ

と
な

・．
て

以
来

、
什

民

課
瓜

．
建

設
課
妊

．

ド
水

道

課
災

な

ど
を
歴

任
し

ま
し

た
　

こ
の

長

い

行

政
経
験

を
、

会
丿

事
隋
包

蛟

に
生

か

さ

れ
る
ら

の
と
人

き
な

期
待

か
寄

せ

ら
れ
て

い
ま

す
Ｉ

よ

ろ

し
く
お

願

い
し
ま
す

．

お世話になりました（退職されたみなさん）

大波和浩 さん 高橋喜久さん 佐藤一郎さん 大沼 勉さん 赤坂正勝さん

よろしくお願いします（新採用のみなさん）

佐藤敦子 さん 渋谷康弘君 宍戸浩寿君 松浦昭一君 村上健一君

町
職
員
の
人
事
異
動



助役・収入役・
助役・収入役は４月１日、

教
育
長
に
蓬
田
英
夫
さ
ん

前
敦
青
長
堀
切
光
孝
さ
ん
の
退
任

以
来
空
席
と
な

ご

‘
い
た
町
教
介
長

に
、

川
月
二

日
か

ら
蓬

田
英

火
さ

ん

か
就
任

し
ま

し

た

蓬

剛
さ
ん

は

、
大
正

卜
四

年
生

ま

れ
の

六
卜
歳

。
一
。。川
ま

で
は

。
小

野

高
等

学
校

長
を
勤

め
て

お

ら
れ
ま

し

た
、

今
ま
で

の

長

い
教

職
縫

験

を
、

町
の

教
育
一ａ

政

に
生

か
さ

れ
る

も
の

と
川

待
さ

れ
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
斬

い
し

ま
す

。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

蓬

田

英

夫

こ
の
度
国
見
町
教
育
妊
を
拝
命
し
、

光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
賢
務

の
嗔
き
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
教
師
生
活
の
最
終
の
卜
年

間
を
県
南
・
会
津
と
離
れ
た
地
域
で

過
し
ま
し
た
た
め
、
岡
見
町
の
教
育

に
つ
い
て
の
認
識
か
不
十
分
で
し
た

が
、
四
月
二
日
着
任
し
。
国
見
町
の

教
育
行
政
か
町
民
恵
皋
を
簾
盤
に

「
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
人
川
性
豊

か
な
創
造
性
に
富
む
人
間
の
育
成
」

を
理
念
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
接
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
見
町

か
学
校
・
阯
会
教
育
の
充
実
を
目
指

し
て
、
禎
極
的
に
条
件
整
備
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
各
種
の
施
設
を

み

せ
て

い
た

だ
き

、
教
育

に
対
す

る

期

待

の
大
き

い
こ

と
を
深

く

感
じ

た

次

第
で

あ
り

ま
す
．

今
更

申
し

あ
げ

る
ま
で

も

な
く

、

教

育
の

現
状

に
は
多

く
の

課

題
が
あ

り

ま
す

．
そ
し

て

す
べ
て

か
哦

要
で

あ

り
ま
す

か

、
わ
け

て
も

町
の

教
育

理

念
で
あ

る

人
間
性

の
陶

冶
は

、
根

幹

を
な
す

も

の
で
あ

る

と
考
え

ま
す
『
．

人

問
性

は
、
と

き
と

と
こ

ろ
を

問
わ

ず

、
知
識

や
思
恕

よ

り
し

人
間
社

会

に

お

い
て
人

き

な
役

割
を

果
す
６

の

で
あ

り
ま

す
か

ら
、
今

後

む
こ

れ
を

圦

調
と
し

て
．
教

育

全
般

の
充
実

の

た

め
睹
…
進
す

る
所

存
で

ご
ざ

い
ま

す
．

力

不
足

の
者
で

す

か
ら

、
今

後
皆

様
方

の

ご
指
導

と

ご
鞭

撻
を

切

に
お

願

い
申
し
上

げ
ま

し
て

、
就

任
の

ご

あ

い
さ
っ

と

い
た
し
ま

す
．

四

月

一

日

付

町
職
員
の
人
事
異
動
か

叫
月

。
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
。
赤
坂
正
勝
企
画
課
長
、

人
沼
勉
藤
田
保
育
所
妊
な
ど
五
名
か

退
職
、
一
万

、
新
採
用
五
名
が
決
ま

り
ま
し
た
。

な
お
、
生
活
環
境
係
は
、
仕
民
謹

か
ら
総
務
課
へ
配
置
裃
え
と
な
り
ま

す
。

退
　
職
　

（

）
内
は
旧
任

▽
赤
坂
正
防
（
企
画
課
妊
）

▽
人
沼
勉
（
藤
田
保
育
所
長
）

▽
佐
藤

．
郎
（
建
設
課
）

▽
商
鳴
喜
久
（
保
健
課
）

▽
人
波
和
浩
（
住
民
課
）

新
採
用
　

（

）
内
は
新
任

▽
村
上
健
一
（
産
業
課
産
業
係
）

▽
松
浦
昭

．
（
保
鯉
課
保
健
衛
生
係
）

▽
宍
戸
浩
寿
（
仕
民
課
戸
籍
催
民
係
）

▽
渋
谷
康
弘
（
産
業
課
産
楽
係
）

▽
佐
藤
敦
子
（
総
務
課
庶
務
係
）

異
動
お
よ
び
昇
格

（

）
内
は
旧
任

▽
総
務
課
長
（
産
業
課
長
）
吉
田
貞

造
　
▽
税
務
課
長
（
公
民
館
長
）
渡

辺
等
　
▽
建
設
課
艮
（
税
筋
課
長
）

鈴
木
捷
治
　
▽
企
両
課
長
｛
世
殿
課

管
理
係
長
｝
原
ｍ

金
蔵
　
▽
産
業
課

長
（
産
業
課
産
業
係
長
）
佐
野
貞
治

▽
藤
田
保
育
所
長
（
水
道
課
水
道
係

長
）
山
田
久
　
▽
公
民
館
艮
（
住
民

課
生
活
環
境
係
長
）
井
砂
研
二

▽
下
水
道
課
長
（
総
務
課
庫
務
係
長
）

須
田
善
治
　
▽
主
幹
兼
緑
務
課
庶
務

係
長
（
同
財
政
係
長
）
佐
竹
弘
治

▽
総
務
課
財
政
係
長
（
産
業
緤
農
地

係
艮
）
古
田
孝
夫
　
▽
保
健
課
保
健

衛
生
係
長
（
住
民
課
年
金
係
長
）
佐

藤
光
一
　

▽
総
務
課
生
活
環
境
係
長

（
同
文
書
係
長
）
小
池
芳
男
　
▽
住

民
課
年
金
係
長
（
保
健
課
保
健
衛
生

係
長
）
佐
藤
幸
子
　
▽
産
楽
課
産
業

係
長
（
同
産
業
係
）
安
藤
信
男

▽
産
業
課
農
地
係
長
（
同
産
業
係
）

渋
谷
和
洋
　
▽
水
道
課
巣
務
係
長

（
崖
業
課
産
業
係
）
阿
部
正
　
▽
建

設
課
竹
理
係
長
（
同
建
設
係
）
八
島

英
雄
　
▽
総
務
課
文
書
係
長
（
産
業

課
産
楽
係
）
吾
妻
正
子
　
▽
水
道
牒

施
設
係
長
（
同
水
道
係
）
佐
藤
軒
二

▽
産
業
課
産
楽
係
（
会
計
室
出
納
係
）

武
川
友
江
　
▽
住
民
課
戸
籍
住
民
係

（
公
民
館
事
業
係
）
武
田
慶
子

▽
公
民
館
事
業
係
（
住
民
課
戸
籍
住

民
係
）
八
巻
美
枝
子
　
▽
公
民
館
事

業
係
｛
税
務
課
固
定
資
産
係
｝
武
田

智
　

▽
議
会
事
務
局
（
水
道
課
水
道

係
）
谷
津
災
代
子
　
▽
脱
務
課
固
定

資
産
係
（
住
民
踝
福
祉
係
）
中
野
孝

雄
　
▽
総
務
課
生
活
環
境
係
（
住
民

課
生
活
環
境
係
）
佐
藤
弘
利
　

▽
産

業
課
産
業
係
（
公
民
館
事
業
保
）
佐

藤
政
弘
　
▽
会
計
室
出
納
係
（
総
務

諜
財
政
係
）
菊
地
富
子
　

▽
総
務
課

財
政
係
（
議
会
事
務
局
）
後
藤
浩
子

▽
住
民
牒
福
祉
係
（
総
務
課
庶
務
係
）

遠
藤
八
重
子
　
▽
総
務
課
文
書
係

（
同
庶
務
係
）
古
川
正



新
団
長
に
林
元
治
さ
ん

副
団
長
に
は
大
波
治
男
さ
ん

～

町
消
防
団
～

新剔団長 の大波治男さん 新団長の林元治さん

退団された

樋口弥太郎さん

四
月
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
役
場

会
議
室
で
、
消
防
団
の
辞
令
交
付
式

が
挙
行
き
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
人
睨
棍
な
異
動
と
な
り

ま
し
た
か
、
特
に
、
五
１
余
年
の
団

員
歴
、
十
七
年
の
団
長
暖
を
仔
す
る

樋
口
彌
太
郎
団
長
（
藤
旧
字
南
）
が

勇
退
さ
れ
ま
し
た
。。

後
任
の
団
長
に
は
、
長
年
樋
口
団

長
の
補
佐
を
勤
め
て
き
た
林
元
治
さ

ん
（
鳥
取
字
堰
下
）
か
、
ま
た
副
団

長
に
は
、
教
養
分
団
艮
の
大
波
治
ｉ

さ
ん
か
就
任
い
た
し
ま
し
た
。。

菊

地
町
以

か

ら
、
樋

口
川
長

に
退

任
辞
令

が

。
ま

た
後
任

の
林
団

長

に

新

任
辞

令

か
交
付

さ
れ
ま

し

た

続

い
て
、

永
兮

の
功

労
に

肘
し
、

樋

口

き
人

に
町

か
ら
感

謝
状

と
記
念

品

か

噌
ら

れ
ま
し

た

。

ま

た
、
葡

二
分

団
長

の
渡

辺
京
田
″

さ
ん

（
藤

………
字
北

）
も

、
後

進
に
辺

を
譲

り
退
川

さ

れ
ま
し

た

。

樋

口
さ

ん
、
雌

辺
さ

ん
、

長

い
間

ほ
ん

と
う

に
あ

り
か
と
う

ご
ぎ

い
ま

し

た
。

な

お
、
新

幹
部

の
み

な
さ

λ
は
次

の
と

お
り
で

す

。
　

（
敬
称

略

）

団
長
　
　
　

林
　
元
治

副
団
艮
　
　

大
岐
治
Ⅲ
″

教
養
分
団
長
　
岡
崎
艮
孚

″

剛
分
団
妊

林
　
初
男

第
一
分
団
妊

仲
野
川
一
郎

″
　

副
分
川
長

武
川
　
衛

第
．一
分
団
以
　

佐
藤
忠
美

″
　

剛
分
団
長

菊
地
昭
中

第
二
分
団
長

武
田
　
孟

″
　

副
分
団
長
　
村
Ｌ
公
川

第
四
分
団
長
　
後
藤
Ｍ
伸

″
　

剛
分
川
輿
　
４
葎
榮
丿

第
瓦
分
川
友
　
阿
部
恒
廴

″
　

副
分
川
長
　
佐
藤
正
己

県
か
ら
社
会
教
育
主
事福島社会教育主事

教
育
､

 
4で
は

、
生

涯
教

育
の

充

実
と
ス

ポ

ー
ツ
活
列

の
振
興

を
Ｉ

る

た
め
．

四
ｕ

一
Ｈ
け

で

県
か

ら
の

袿
公

教
育
Ｌ

卜

の
派

遣
を

得
ま

し
た
『

派

遣
さ

れ

た
の
は

、
福
島

力

き
ん

（
福

島
巾
　

叫
ト
ベ
帳

）
で

、

…
月

ま
で

は
福
島

小
な

茂
直

中

の
敦
頭

を

効

め
ら
れ
て

い
ま
し

た

趣

味
は

．

オ
リ
エ

ン
テ

ー
リ

ン
グ

や
キ

グ

ノ
プ
な

ど
の

野
外
活

動
、

又

ボ

ー
メ
は

陸
Ｌ

や

バ
ス

ケ

．
ト

ポ
ー

ル

と
如
広
く

、

話
題
も

豊

富
で
す

向

う
．．．年

間
、

よ
ろ

し
く

お
願

い

し
ま

す
Ｉ

身近にある野草・薬草

22

クマザサ

笹

や
竹

は
ア
一‐／
ア

の
特

産

と
い
一つ

て
よ

く

、
特

に
筏

は
卜
本

の
代

表
的

な
柚

物
で

す
　

広
大

な
笹

原

や
林

の

ド
驫

と
し

て
の

袂
か

多

い
に
は

び
こ

‘
て

い
ま

す

が
、

ヨ
ー
ロ

．
パ
や
ア

メ

り
力

に
は
貨
く

あ

り
ま

せ
ん
．

中

祁
以

北
の

山
に

は
、

ネ
マ

が
リ

タ
ケ

（
チ

シ
マ

ザ
サ

）
の
大

群
落

が

あ

り
ま
す

Ｉ
侭

五
、

六
月

に
な
る

と
、

竹
の
7‐
掘

り
に
大

勢
の

人
か

く

り
出

し
ま
卞

．

ゆ
で
て

瓶
詰

や
缶
詰

な

ど

に
し

ま
す

か
、

モ
ウ
ソ

ウ

ダ
ケ
の
竹

の
１

と
は
述

・．
た
お

い
し

い
竹

の

子

で
す
．

お
鮓

に

は
菓

の
緑

の
怙

れ

た
笹

が

仗
わ
れ

ま
す

．
笹

の
葉

に
毒
消

し

の

什

川
か

あ
る

か
ら
で

す
．

ち
ま

き

や

袂

飴
な

ど
、

笹
の
蘖

で
食

べ
物

を
包

む
こ
と

は
広
く

行

わ
れ
て

い
ま

す

グ

マ
ザ
廾

は
、
葉

の
緑

か
冬

に
な

る
と
吠

れ
て
、

隈

ど
り
し

た
よ

う
な

姿
に

な
る

か
・
七

”
隈
笹

”

と
吁

ぱ
れ

ま

す

。

▼
薬
用
部
分
・
効
き
目
▲

糖
尿
病
、
商
血
圧
に
乾
燥
し
た
簗

を
肌
じ
て
飲
み
ま
す
。
胃
の
も
た
れ

に
は
葉
の
青
汁
を
飲
み
ま
す
。

▼
葉
の
採
取
時
期
▼

一
年
中
葉
か
あ
る
の
で
、
い
つ
で

も
採
取
で
き
ま
す
。

▼
見
つ
け
方
▲

日

当

り
の
よ

い
丘
陵

に
大

き
な

群

落
を

つ
く

Ｉ
て

自
生
し

ま
す

。
ま

た
、

庭

に
栽
培

さ
れ
て

い
る
こ

と
も
多
く

あ
り

ま
す

。
秋

か
ら
冬

に
か

け
て

、

葉
の

川
縁

部

が
枯

れ
て

自
く

な
り

ま

す

。
商
さ

。‐‐
十
～

六
ト

セ

ン
チ

ほ

ど

で
常

緑
の

多
壓
覃

で
す
「
。

▼
処
理
の
仕
方
▲

葉
だ
け
を
集
め
て
、
日
干
し
に
し

ま
す
「

４

汁
に
は
葉
の
柔
か
い
部
分

を
採
取
し
て
、
ミ
キ
サ
ー
な
ど
に
か

け
ま
す
。

（
身

近
な

藁
草

か
ら
）
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史跡 徳江廃寺跡

菊　池　利　雄

阿
武
隈
川
の
氾
濫
原
を
み
お
ろ
す

川
岸
段
丘
上
に
位
置
す
る
、
徳
江
の

団
扇
・
舘
・
沼
田
の
広
大
な
地
域
は

徳
江
廃
寺
の
遺
構
地
と
さ
れ
、
硯
在

の
観
音
堂
付
近
と
旧
観
音
堂
跡
の
伝

え
の
あ
る
、
沼
田
六
三
番
地
の
周
辺

地
か
ら
は
古
瓦
か
出
土
す
る
・
（
盤

ｎ

ｎ

こ

Ｉ

明
治
の
初
め
に
刊
行
さ
れ
た
「
伊

達
郡
徳
江
村
誌
」
に
、
『
古
背
観
音

堂
ヲ
葺
キ
シ
瓦
ナ
リ
ト
テ
、
今
路
傍

或
「

闇
中
ヨ
リ
住
々
敗
瓦
ヲ
出
ス
」

と
誌
さ
れ
、
古
瓦
の
写
生
図
も
の
せ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
遺
構
よ
り
出
土
す
る
古
瓦
に

は
、
六
弁
と
八
弁
の
文
様
を
も
っ
た

そ
べ
４
戡
ん
げ
！

二
形
式
の
素
弁
連
華
文
軒
丸
瓦
と
、

こ
れ
と
組
に
な
る
素
文
氈
郎
円
形
押

圧
文
軒
平
瓦
。
花
弁
が
ぐ
る
ぐ
る
と

回
っ
て
い
る
よ
う
な
文
像
を
も
つ
鮖

回
花
文
軒
丸
瓦
と
、
こ
れ
に
伴
っ
て

出
土
す
る
格
子
目
文
平
瓦
の
二
種
類

に
分
け
ら
れ
る
。

前
者
に
飆
す
る
古
瓦
は
、
柵
鳥
市

の
湯
野
に
あ
る
西
原
廃
寺
跡
か
ら
も

出
土
し
て
お
り
、
町
内
で
も
高
城
の

山
居
遺
跡
と
石
衂
田
の
正
玄
堂
遺
跡

か
ら
出
土
し
て

い
る
。
後
者
の
古

瓦
は
、
地
元
で
的
場
と
呼
ば
れ
る
渡

辺
次
夫
氏
の
宅
地
内
で
発
見
さ
れ
た

も
の
で
、
柵
島
市
の
腰
浜
廃
寺
跡
か

ら
出
土
し
た
瓦
と
同
じ
形
式
の
も
の

で
あ
る
。

天
長
七
年
（
八
三

こ

、
山
階
寺

｛
奈
良
の
｝
の
僧
齢

斷

に

興
櫑
寺

“

”７

よ

っ
て
ｔ

立

さ
れ
、

定

額
寺

に
準

じ
た
、

信

夫
郡

の
菩
提

寺

に

比
定

さ

れ
る
腰

浜
あ

る

い
は

西
原
廃

寺
と

同

じ
形

式
の

瓦
か
出

土

す

る
徳
江

廃
寺

は
、

こ
の
両

寺
と

深
い
関

係

に
あ

り
た
寺

院
と

み
ら
れ

、
創

建
の
時

期
は
明

ら

か
で
な

い

か
、

か
つ
て

観
音
堂

の
裏
か

ら

発
見
さ

れ

た
平
瓦

に

は
、

『
窈

』

の

字
の

陰
刻

か
あ

っ

て

嘉
降

筵

ご

と
読

む

説
も

あ
り

。
九
世

紀

の
中

ば
腰

浜
廃
寺

が
盛
時
の
平
安
時
代
中
期
初
頭
か
ら
。

火
災
に
か
か
り
焼
失
し
た
平
安
時
代

の
末
期
頃
ま
で
存
在
し
た
形
跡
か
あ

る
。廃

寺
の
中
心
郎
ａ

沼
田
㈹

蹂

ｔ

黯

ぷ
地
内
で
、
「
徳
江
村
検
地
帳
」

に
は
、
徳
定
房
・
塔
ノ
場
・
郡
ノ
内

な
ど
廃
寺
関
連
の
地
名
か
み
ら
れ
、

今
後
の
詳
し

い
調
査
か
期
待
さ
れ
る
。

参
考
文
献

「
国
見
町
史
」
一

二
一
・
四
卷

『
福
島
市
史
』
一
・
六
巻

国
見
町
の
文
化
財
第
五
集

哈
江
廃

寺
発
掘
調
査

教
職
員
の
人
事
異
動

四
月

一
日

付
（
　

）
内

は

旧
任

退
　

轍

▽
宍
戸
成
男
（
藤
田
小
校
艮
）

▽
横
山
市
郎
（
県
北
中
）

転
　
出

▽
福
島
市
立
大
鳥
中
教
頭
（
大
木
戸

小
教
頭
）
松
本
正
詞
　
▽
伊
潼
町
立

伊
達
小
（
小
坂
小
）
飯
塚
佳
淑

▽
梁
川
町
立
白
根
小
（
小
坂
小
）
宍

戸
富
美
子
　
▽
船
引
町
立
移
小
（
藤

田
小
）
仲
村
匡
　
▽
福
鳥
市
立
立
子

山
小
（
藤
田
小
）
二
瓶
洋
允
　
▽
福

島
市
立
瀬
上
小
（
藤
田
小
）
安
斎
淑

子
　
▽
大
越
町
立
牧
野
小
（
藤
田
小
）

大
宮
千
賀
子
　
▽
梁
川
町
立
五
十
沢

小
（
森
江
野
小
）
池
田
カ
ッ
子

▽
富
岡
町
立
富
岡
二
中
（
県
北
中
）

菅
野
富
也
　
▽
梁
川
町
立
梁
川
中

（
県
北
中
）
湖
東
秦
玄
　
▽
霊
山
町

立
霊
山
中
（
県
北
中
）
菅
野
偉
男

転
　
補

▽
大
木
戸
小
敦
頭
（
小
坂
小
教
頭
）

伊
勢
文
朗

転
入
お
よ
び
新
採
用

▽
藤
田
小
校
長
（
月
舘
小
校
長
）
瀬

戸
清
司
　

▽
小
坂
小
教
頭
（
篠
島
市

立
福
鳥
二
小
）
泉
清
　
▽
小
坂
小

（
霊
山
町
立
石
田
小
）
宮
口
八
千
代

▽
小
坂
小
（
須
賀
川
市
立
須
賀
川
一

小
）
遠
藤
真
理
子
　
▽
藤
田
小
（
新

地
町
立
福
田
小
）
佐
藤
喜
夫
　
▽
藤

細
小
（
桑
折
町
立
半
田
醸
芳
小
）
市

川
多
門
　

▽
藤
田
小
（
伊
達
町
立
伊

達
小
）
遠
藤
ト
モ
　
▽
藤
田
小
（
霊

山
町
立
掛
田
小
）
角
田
榮
子
　
▽
森

江
野
小
（
新
地
町
立
駒
ケ
嶺
小
）
狩

野
陽
子
　

▽
県
北
中
（
新
採
用
）
小

林
一
彦
　

▽
県
北
巾
（
新
採
用
）
中

田
幸
司
　

▽
県
北
中
（
伊
達
町
立
伊

連
中
）
大
橋
雄
二
　
▽
教
育
委
員
会

派
遣
杜
教
主
事
（
福
鳥
市
立
茂
庭
中

教
頭
）
福
島
力



国

見
町

防
霜
対
策
本
部

を
設

置

町
で
は
、
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を

遅
霜
か
ら
守
る
た
め
、
町
の
関
係
農

業
団
体
で
町
防
霜
対
策
本
部
（
本
部

長
、
菊
地
政
治
町
長
）
を
四
月
九
日

に
設
置
し
ま
し
た
。

霜
が
降
り
る
恐
れ
か
あ
る
楊
合
は
。

本
部
か
ら
広
報
車
、
有
線
放
送
で
広

報
い
た
し
ま
す
か
、
深
夜
に
わ
た
る

楊
合

が
多
く
、
ご
迷
惑
か
と
思

い
ま

す
か
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
降
霜
の
時
は
重
油
な
ど
を

燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
か
町
全
体
に

広
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
翌

朝
は
洗
た
ぐ
物
な
ど
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

遅
霜
の
被
害
を
履
少
限
に
す
る
た

め
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
期
間
は
、
四
月
九
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

防 霜対 策 本部 班編 成 ｅ 印は碓轟

班 氏　　 名 電話番号 班 氏　　 名 電話番号

１

ｅ安蘰 信男

佐藤　 力
松浦新一郎

 ー3 3 8 5

 ー4 3 4 0
一 3 9 5 8 |

４

＠安田 博三

大波 建一

鳥橋 豊寿

ｰ 4 9 0 6
一 4 8 3 5

85  ー3 3 7 7

２

ｅ 渋谷 和洋

斎藤 文男

佐郡 長喜

鈴蘿　 武

ｰ 3 8 4 ｰ

- 4 8 3 5

85  ー5 2 4 0
- 4 2 0 8

５

ｅ佐幕 政弘

古内 賢蔵
菊地　 洋

宍戸　 徼

85  ー4 4 9 7

８Ｓ－４６８６

ｰ 4 3 7 6
ｰ 5 7 8 3

３

＠村上 健一

･jヽ池 幸窗

掵齟 精一

小林 裕一

85－3

85－3
77－ 3

85- 3

０９

２６

８(〕
７２

６

＠佐久間 正

渋谷 康弘
横山 貴梟

85 一 4 4 6 2

85  ー3 5 2 6
７７－４６３５

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
に

ご
協
力
を
!
!

Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
鳥
電
話
局
で
は
、
三
月

三
日
に
市
町
村
を
通
じ
て

『
電
話
お

願
い
手
帳
』
を
贈
り
ま
し
た
。

「
電
話
お
願

い
手
帳
」
は
、
耳
や

言
葉
の
不
自
由
な
方
が
。
外
出
先
な

ど
で
電
話
連
絡
を
と
り
た
い
時
に
。

近
く
に
い
る
方
に
こ
の
手
帳
で
「
お

そ
れ
入
り
ま
す
が
。
私
の
代
わ
り
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
す

る
時
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
か
、
も
し
街
角
で
オ
レ
ン

ジ
色
の
『
電
話
お
願
い
手
帳
』
で
電

話
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
ら
、
心
よ

く
岨
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

「

若

人

の

翼

」

団
員
を
募
集

一
、
募
集
人
員

一
般
団
員
　
七
十
三
名

班
　
長
　

十
二
名

二
．
応
募
資
格

県
内
に
居
住
し
て
い
る
青
年
で
、

次
の
薺
件
の
す
ぺ
て
を
満
た
す

者
で
あ
る
こ
と
。

日
生
年
月
日

班
　
長

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

一
般
団
員

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

口
社
会
参
加
活
動

班

長
１

少
年
活
獸
に
か
か
る
優
れ

た
青
年
指
導
者
で
、
海
外
研

修
後
も
活
発
な
青
少
年
活
動

か
期
待
で
き
る
も
の
。

一
般
団
員

青
少
年
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
加
入
し
、
現
に
活
動
し

て
い
る
優
れ
た
青
年
ま
た
は
、

青
少
年
活
動
に
関
心
を
有
す

る
優
れ
た
青
年
で
、
海
外
研

修
後
に
活
兇
な
青
少
年
活
動

を
行
う
こ
と
か
期
待
で
き
る

も
の
．

※
い
ず
れ
も
、
研
修
参
加
に
つ

い
て
使
用
者
な
ど
の
協
力
か

得
ら
れ
る
も
の
。

三
、
派
遣
種
類

欧
州
二
コ
ー
ス
、
南
米
、
中
国
、

韓
国
・
マ
レ
ー
シ
ア

四
、
応
募
方
法

『
若
人
の
翼
』
申
込
書
な
ど
の

書
類
を
そ
ろ
え
、
五
月
十
五
日

ま
で
に
町
教
育
委
員
会

に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
く
わ
し
く
は
町
教
育
委
員

会

（
一`
八
五
一

二
一
一
一
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

身
体
障
書
者

補
装
具
相
談
会
の

お
　
知
　
ら
　
せ

身
体
障
害
者
の
補
装
具
相
談
会
が
、

左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

補
装
具
な
ど
で
困

り
て

い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
’

記

一
、
日
　
時

五
月
六
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
正
午
ｉ

で

二
、
場
　
所

公
民
館
（
老
人
子
ど
も
室
）

三
、
持
参
す
る
も
の

身
障
手
恨
（
戦
傷
手
帳
）
・
保

険
証
・
印
鑑

委
託
状
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に
!
!

製
造
・
加
工
業
者
な
ど
で
、
製
品

の
加
工
を
家
内
労
働
者
（
内
職
者
）

に
発
注
し
て
い
る
業
業
主
（
委
託
者

と
い
い
ま
す
）
は
．
毎
年
四
月
一
日

現
在
の
家
内
労
働
者
数
を
．
四
月
三

十
日
ま
で
に
『
委
託
状
況
届
』
に
よ

り
所
幡
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由

し
、
孤
島
労
働
基
準
局
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
．

今
年
も
届
出
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
．
必
ず
、
ご
提
出
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
．

福
鳥
労
働
基
準
局



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
本
宿
千
賀
子
さ
ん
（
板
繍
）
か
ら

十
万
円
―
故
安
居
泊
平
さ
ん
の
ご

墫
志

◆
本
田
吉
助
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

五
万
円
－

故
よ
う
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
由
井
順
郎
さ
ん
（
大
町
南
）
か
ら

二
万
円
丿
故
完
Ξ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
福
島
信
用
金
康
か
ら

五
十
万
円

藤
田
小
学
校
に

◆
本
田
吉
助
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

三
万
円
Ｉ
故
よ
う
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
由
井
順
郎
さ
ん
（
大
町
南
）
か
ら

二
万
円
－

故
完
三
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
昭
和
六
十
年
度
藤
田
小
学
校
卒
業

生
一
同
か
ら

テ
ン
ト
一
式

◆
曳
地
一
芳
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
固
定
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト

ー
式

小
坂
坂
小
学
校
に

◆
小
出
秀
雄
さ
ん
（
太
田
川
）
か
ら

児
童
図
書
（
一
万
円
相
当
）

大
木
戸
小
学
校
に

◆
昭
和
六
十
一
年
度
大
木
戸
小
学
校

卒
葉
生
一
同
か
ら

国
旗
掲
揚
ポ
ー
ル
一
式

県
北
中
学
校
に

◆
本
田
古
助
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

三
万
円
－

故
よ
う
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
由
井
順
郎
さ
ん
（
大
町
南
）
か
ら

二
万
円
１
故
完
三
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
昭
和
六
十
年
度
県
北
中
学
校
卒
業

生
一
同
か
ら

宮
太
鼓
一
式

藤
田
幼
稚
園
に

◆
本
田
吉
助
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

二
万
円
１
故
よ
う
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
保
育
所
に

◆
本
田
吉
助
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

二
万
円
―
故
よ
う
さ
ん
の
ご
遺
志

小
坂
季
節
保
育
所
に

◆
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

っ
い
た
て
一
基

各
小
学
校
・
教
育
委
員
会
に

◆
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
助
福
島
県

協
議
会
福
島
支
部
か
ら

黄
色
い
帽
子
百
八
十
七
佃

戸籍の窓口
（３月受 付分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 鍠 者　 懿 疱
麻 料( ま　　 り)夫戸　 嘉美　 石母 田北
伸　 吾( し ん ご) 大内　 浩 一　 山　 横
美 Ｗ子(み ち こ) 古 田　 羹 正　 山 崎 紬
ゆ う子　　　　 高 橋 励 美　 山 崎 北
實　 位( まさ の り)大 石 紬夫 富　 東

久美 子( く み こ) 滝 川　 渤　 耕　 谷
輿 梨( ま　　 り)田 代 利 鵬 駅　 前

ご結婚おめでとうござい ます

氏　　 名　　　　　　 郎 落

高
村 敏　 弘　　　　 山　 攅

佐々 木 里 江　　　　 福 鳥 市
舟 山 広 基　　　 大 町 南
高 橋 栄 子　　　 福 鳥 市
仲 野 勝 夫　　　 泉 田 上

安　
達 良　 子　　　　 滝　 山

赤 坂 ゆ り子　　　　 内 谷 丙

斎 藤 政 睛　　　 桑 折 町
古　 山　 和　 敏　　　　 耕　 谷
古　 山　 祐　 子　　　　 耕　 谷
佐 藤　　 勇　　　　 貝　　 田
佐 ●　 麻　 子　　　　 貝　　 田
荀　 池 勝　 信　　　　 中　 郎
武 田 和 子　　　 桑 折 町
佐　 野　　 孝　　　　 第　 八

雅 山 育 子　　　 梁 川 町
井 砂　 秀　 明　　　　 北　 郎
亀 岡 正 子　　　 桑 折 町
佐 ● 正 二　　　　 泉 田 上
伊 Ｓ 文 江　　　　 月 舘 町
鑓　 水　 高　 志　　　　 山崎 小舘
大 艢 民 子　　　　 保 原 町

おくやみ申し上げ ます

痊　　 名　　　 年齢　　 翹 靄
痢　 地　 イ　 ネ　　 ８５　　 第　 十
村　 上　 －　 シ　　 ８５　　 貝　　 田

大 和 博 作　　
＆I　　 宮 町 南

羽　 貿　 宏　 次　　 ４８　　 滝　 山
安　 居　 抽　 平　　 ８７　　 板　 檎
斎　 ●　 喜 好　　84　　 川　 内
本　 田　 よ　 う　　89　　 本　 町
鈴 木 志 け　　 ６６　　 宮 町 帛
由 発 尭 Ξ　　 ７４　　 大 町 南

人口 と世 帯

４月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

口

一男5,801 人 （－12 ）

一女6  , 3 人(  ｰ 3 )

･計 貶 .  4 人(  ｰ 15 )

世帯数2  , 5戸(  + l)

転 入54 人

転 出67 人

出 生　7 人

死 亡　9 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役 場 二 陪 相談 童 （●儺人口からお入り下さい）

時 間 ： ９ 時～12 時

こ まったことや、相鮫ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶 対に守ります。

【相 鮫 員】

４月 日 (金）阿部　 俊恆・橘　 ヤヨイ

５月６日（火）佐野　 市郎・安藤　 トヨ

５月 日 (木）高橘藤右工門・吉田　とし子

４ 月　 卯月 （‘うづ き）

18 日 (金）発明の日

20日（日）逓信記念日

郵便週間

24日（木）満 月

29日（火）天皇誕生日

５月　皐月（さつき）

１日（木）メーデー

３日（土）憲法記念日

５日（月〉こどもの日

10日（土）愛鳥週間

11 日 ( 日 ) 毋の日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

酋8  5 ｰ 2 6ワ６

（有)  4  1  5  6

町
職
員
の
人
事
異
動
が
四
月
一
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
で
、
長
年
公
民
館
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
渡
辺

等
さ
ん
が
、
税
務
課
長
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
後
任
と
し
て
、

井
砂
研
二
新
館
長
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

公
民
館
畏
　
井
砂
研
二

四
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
公

民
館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
。
洩
学
非
才
で
は
あ
り

ま
す
か
。
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
き
、
公
民
館
活
動
の
伸

展
と
『
健
康
で
心
豊
か
な
住
み
よ
い

町
』
づ
く
り
の
た
め
、
全
力
を
傾
注

し
て
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

何
と
ぞ
前
任
者
同
様
、
格
別
の
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
噸
い
い

た
し
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
か
就
任

の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

公
民

館
職
員
の

人

事

異

動

（
　

）
内
は
旧
任

お

世
話

に

な
り
ま

し
た

。

税
務
課
長

渡
辺
　

等
（
館
長
）

住
民
課
　

武
田
　
慶
子
（
主
査
）

産
業
課
　

佐
藤
　
政
弘
（
主
申
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
係

主

査
　
八
巻
美
枝
子
（
住
民
課
）

主

査

武
ｍ
　

智
（
税
務
課
）

加
入
済
み
で
す
か

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
六
十
年
度
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

険
の
有
効
期
川
か
二
月
三
卜

。
日
ま

で
と
な
・
て
い
ま
す
の
で
。史
新
（
新

規
）
加
入
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

記

○
十
人
以
ｈ
（
原
則
）
の
グ
ル
ー
プ
で

一
人
当
り
年
額
コ
ー五
〇
～
一
〇
四

鬥
円
（
活
動
内
容
に
よ
る
）
で
す
．

○
偽
害
保
険
企
は
次
の
と
お
り

①
　
通
院
　
Ｈ
額
‐‐
Ｃ
Ｏ
Ｏ
円

②
人
　
院
　

″

．一
．七
〇
〇
円

③
死
　
亡
　
　

匸
一
〇
〇
万
円

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
公
民
館

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

青
年

学
級
生
か
ら

修
了
記
念
品
の
寄

贈

昭
和
六

十
年

度
寿
年

学
級

修

了
生

（
代
表
大

波
洋

さ
ん

）
か

ら
、

１１
年

間

お
世
話

に
な

っ
た
感
謝

の
賀

持
ち

と
し
て

、
公
民

館

へ
図

書

咎

（
二
万

五
百
円
相

当
）

及

び
置
き

時
計

（
一

万

二
千
円

相
当

）
の

寄
贈

か
あ

り
ま

し
た
。

あ
り

が
と
う

ご

ざ
い
ま
し

た

。

進めよう、明日を拓く、

新生活運動
心豊かな 、生き生きとし た地域社会づくり運動

運 動推 進 目 標

●活力ある地域社会を創造する運動

●高齢者の社会参加を進める運助

●資源とエネルギーを大切にする運助

●青少年の健全な発達を促進する運動

●ハンブルライフ運動

( 物質的には質裏で、精神的には謙 虚で豊かな生活)

※心のかよいあう冠婚葬祭への見直し運動

～みんなで さわやかなあいさっを 交わしましょう～

地域住民の 自治・連帯・協働

趣
味
の
合
同
習
作
展
の

お
　
知
　

ら
　
せ

第
十
回
合
同
習
作
展
を
。
恒
例
の

国
見
町
商
工
会
農
業
祭
に
併
せ
て
左

記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

五
月
円
～
五
日
　
二
日
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

会
場
　
国
見
町
町
民
体
育
館

参
加
団
体
　

日
本
画
、
書
道
、
ヵ

メ
ラ
、
貼
り
絵
、
俳
句
、

短
歌

主
催

・国
見
町
趣
味
の
合
同
習
作

咲
実
行
委
貝
会

後
援

国

見

町

商

工

会

″
　
国
見
町
敦
育
委
員
会

″

岡

見

町

公

民

館

″
　
国
見
町
文
連
協
議
会

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

対
象

小
学
生
及
び
中
学
生
、

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

会

費

年
間
三
千
円
（
運
営
賢
。

傷
害
保
険
料
含
む
）

練
習
日
　
毎
週
火
、
木
曜
日

時
間

火
曜
　
午
後
六
時
～
八
時

木
曜
　

″

五
時
～
七
時

鳩
所
　
国
見
町
町
民
体
育
郎

活
動
内
容

身
体
活
動
、
野
外
活

動
、

い
ら
煮
会
な
ど

連
絡
先

舟

山
武

継
（

孥
一
天
蚕

本

田
林

．
郎
（

甼
一
＝
耋



昭
和
六
十
一
年
度

学
級
生
を
募
集

公
民
館
で
は
昭
和
ハ
ト

‐‐
年
度
、

次
の
学
級
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
一
人
一
人
か
吐
会
の
な
か
で

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
か
ら
、

各
年
代

に
応
じ
乍
習
テ

ー
マ
を
見
つ

け
る
。

そ
こ
か
ら
「
学
び
の
出
発
」
か
始

ま
り
ま
す
。
人
間
性
の
豊
か
さ
を
水

め
て
自
発
的
に
今
か
ら
始
め
ま
し
ょ

乳
幼
児
学
級

乳
幼
児
時
期
の
教
育
か
そ
の
人
の

一
生
を
左
右
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
と

人
間
形
成
を
日
ぎ
し
て

…
…
…

定

員
　

三
〇

名

期
間
　

五
月

～
１

．一
り

学
習
日
　

月

一

回
水
曜

日

時

間
　
1
3
：
3
0
～

５
：
3
0

対
亀
　

Ｏ
』～

．‥．歳

児
を

お
育

て
の
　

お
母

さ

ん
、

お
ば
あ

さ
ん
　

な

ど

学
習
内

容

乳
幼

児

の
心

と
身
体
　

の

発
達
、

し

つ
け

、
両
親

、

祖

父
の
役

割
、

健

康
管
理
　

な

ど

学
習
方
法
　
講
義
。
税
ｆ
で
学
習
。

ゲ
ー
ム
、
話
し（
卜
い
。
遠

足
な
ど

明
間
中
託
児
所
を
閧
設
い
た
し
ま

す
の
で
お
子
き
ん
づ
れ
で
参
加
を

▲親子で仲良く学圃

青
年
学
級

定
貝
　

叫
〇
名

期
間
　
四
川
～
．．．
川

学
習
日
　
毎
遡
木
叩
日

時
川
　
1
9：
3
0～
ぞ
1
3
0

対
象
　
町
内
在
仕
ま
た
は
勤
務
の

ニ
ト
四
歳
ま
で
の
胄
年
川ｗ

女
（
学
生
む
叮
）

晒
歉
内
容
　
讀
濔
、
μ
し
（
口
い
、

ス
ポ
ー
ツ
．
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
Ｊ
ン
、
野
外
活
動
（
キ

ャ
ン
ブ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
な
ど
）、
フ
り
Ｉ
タ

イ
ム
な
ど

ム槇疑結婚式風景

阿
津
賀
志
学
級

昨
年
度
ま
で
高
齢
者
教
室
で
開
講

し
て
お
り
ま
し
た
か
、
阿
津
賀
志
乍

級
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

商
齢
化
杜
会
に
適
応
川
癲
る
柔
献

な
心
と
慳
か
で
健
康
な
人
間
形
成
を

め
ぎ
し
て
…
…

瑚
間
　
四
月
～
．↓．月

学
習
回
数
　
卜
六
川

昨
間
　
主
に
９
：
一
Ｊ
～
Ｈ
：

Ｓ

対
象
　
町
内
に
在
住
す
る
6
0歳
以

上
の
男
女

▲掌甘風景のひとこま

中
央
婦
人
学
級

Ａ学讐風暈のひとこま

婦
人
の
役
剛
を
考
え
、
婦
人
教
養

の
向
Ｌ
と
明
る
く
豊
か
な
家
庭
づ
く

り
を
め
ぎ
し
て
…
…

定
に
　

四
〇
名

期
間
　
五
月
～
二
月

学

習
ｎ
　

二
〇

回
　

水
晦

日

時

間
　

９
：
3
0
～
1
1：

匐

対
象
　

町
内

に
在

住
す

る
・婦

人

成
人
学
級

杜
会
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
知
識

や
教
養
を
習
得
し
。
明
る
く
豊
か
な

町
づ
く
り
へ
貢
献
し
よ
う
。

定
員
　
四
〇
名

期
川
　
Ｋ
月
～
二
月

乍
習
口
　
十
三
回

水
曜
日

叶
間
　
1
3：
3
0～
1
5：
3
0

対
象
　
町
内
・居
住
の
壮
年
男
女

学
習
内
容
　
一
般
教
養
、
健
康
管

理
、
研
修
旅
行
な
ど

▲料理のうでもなかなか（昨年の学習から）

◇

／
切

及
び
申

し

込
み
先

各
一
尸
配

布
の
チ

ラ

シ
を

ご
覧
の
上

申
込

矜
に
よ

り
公

民
館

へ
申
し

込

ん
で
下

さ

い
。（
電

話
申

込
み
も

可
）



中
央
集
会
所

兼
季

節

保
育

所

が
完

成

～

小

坂
～

小
坂
地
区
の
住
民
待
望
の
小
坂
中

央
集
会
所
蒙
小
坂
季
節
保
育
所
が
完

成
し
ご

二
月
一
ニ
ト
日
午
前
十
時
か
ら

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
所
兼
季
節
保
育
所
は
、

住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
強
い
要
望

も
あ
り
、
総
工
費
約
二
千
七
百
万
円

を
か
け
て
。
小
坂
小
学
校
東
側
の
小

坂
駐
在
所
跡
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
、

完
成

し

た
施
設
は

。
木

造
モ

ル
タ

ル
平
屋

建
て

の
二
ｆ｛‥‥
ニ
ト

平
方

に
。

地

区
の
集

会
所

と
し

て
は

も
ち
ろ

ん
、

四
月

か

ら
十
月

ま
で

の
季

節
保
育

所

開

設
時
期

に
は

、
保
育

所
、

遊
戯
室

と
し

て
使

え
る
部

屋
な

ど
ら

あ
り
ま

す

。式

に
は

、
地
Ｋ

関
係
者

な

ど
約

円

十
人

が
出
席

。
小
坂

郎
藩
会

長

で
こ

の

施
設

の
管
理

委

員
長
を

務

め
る
佐

藤

元

一
さ
ん

か
あ

い
さ
つ

、
菊

地

町

長

の
祝
辞

な

ど
か
あ

り
、

全
員
で

乾

杯
し

。
完

成
を
睨

い
あ
い
ま

し

勺

仲
野
周
一
郎
さ
ん

武
田
　
　

孟
さ
ん

に
消
防
庁
長
官
表
彰

こ
の
度
、
第

Ｔ
分
団
長
の
仲
野
周

『
郎
さ
ん
（
泉
田
字
川
北
）
と
、
第

二
分
団
長
の
武
田
孟
さ
え
（
森
山
字

上
鶉
町
）
に
、
栄
え
あ
る
消
防
庁
長

官
表
彰
。
永
乍
勤
続
功
労
賞
か
贈
ら

れ
ま
し
た
。

八
月
卜
五
日
、
初
午
行
事
に
先
立

ち
、
町
長
室
で
、
幹
郎
団
μ

列
席
の

む
と
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仲
野
さ
ん
、
武
ｍ

さ
ん
と
も
、
昭

和
二
十
二
年
十
月
一
日
の
人
川
で
、

以
東
ニ
ト
ハ
年
余
に
わ
た
り
、
め
ま

ぐ
る
し
く
変
理
す
る
阯
会
状
勢
の
中

に
あ
ｔ
て
、
部
・
分
団
の
幹
部
と
し

て
、
積
極
的
に
消
防
活
動
の
推
延
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、
よ

り
い
っ
そ
う
、
町
消
防
団
発
展
の
た

め
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ムりっぱに完成した中央集会所兼零節保育所

▲菊地町長 から仲野さんに▲菊地町長から武田さんに

下
水
道
事
務
所
が開

　
設

阿
武
隈
川
流
域
の
福
島
巾
と
伊
達

郡
五
町
の
ド
水
道
を
整
備
す
る
、
県

北
流
域
下
水
道
工
事
事
務
所
の
闘
所

式
が
、
四
月
四
卜
午
前
卜
一
時
か
ら

行
わ
れ
ま
し
た
。

阿
武
隈
川
流
城
下
水
道
は
。
昭
和

五
十
八
年
十
二
月
に
事
業
認
可
を
受

け
た
県
主
幹
の
事
業
で
、
五
十
九
年

末
ま
で
に
地
権
者
と
の
用
地
買
収
契

約
も
合
意
に
達
し
、
今
年
度
か
ら
工

事
か
始
ま
り
ま
す
。

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
》
を
。

徳
江
宇
下
川
原
の
阿
武
隈
川
河
畔
に

建
設
し
、
福
鳥
市
、
国
見
町
、
桑
折

町
、
伊
達
町
、
保
原
町
、
梁
川
町
の

下
水
道
を
整
備
す
る
も
の
で
。
処
理

計
画
面
積
は
一
万
二
百
五
十
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
処
理
計
画
人
口
は
三
十
六

万
九
千
五
百
人
。

六
卜
八
年
度
ま
で
に
、
約
一
千
億

川
を
か
け
て
福
島
市
と
浄
化
セ
ン
タ

ー
を
結

ぶ
幹
線
上
事
か
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
今
年
度
は
。
約
二
億
三
千

万
円
の
予
算
で
腎
渠
（
か
ん
き
ょ
）

工
事
を
中
心
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

事
務
所
開
所
式
に
は
、
県
側
か
ら

新
妻
威
男
土
木
部
次
長
ら
、
町
側
か

ら
菊
地
町
長
な
ど
合
わ
せ
て
二
十
人

が
出
席
、
新
妻
次
長
と
小
山
田
房
夫

土
木
部
下
水
道
課
長
が
事
務
所
に
看

板
を
掲
げ
、
全
員
で
乾
杯
し
て
工
事

の
早
期
完
成
を
折
り
ま
し

た
。

事
務
所
に
は
、
菅
野
重
雄
室
長
は

じ
め
職
員
六
人
が
駐
在
し
ま
す
。

▲開設された県北湟蚶下水道工事事務所

編
集
日
記

○
先
日
、
取
材
の
道
す
か
ら
。
う
ぐ

い
す
の
鳴
く
声
を
聞
き
ま
し
た
。
寒

い
冬
を
過
ご
し
た
鳥
た
ち
も
。
春
に

な
り
活
動
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

○
と
こ
ろ
で
、
五
月
十
日
か
ら
一
週

間
は

”愛
鳥
週
間

”
で
す
。
鳥
類
か

地
球
に
現
れ
て
か
ら
硯
在
ま
で
を
一

時
間
と
す
る
と
、
人
類
か
現
れ
て
現

在
ま
で
は
、
た
っ
た

】
眇
に
し
か
な

ら
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
偉
大
な
鳥

類
も
、
環
境
か
変
わ
り
。
そ
の
数
も

楝
飢
も
減
『

て
き
て
い
ま
す
。
今
後

鳥
類
を
保
護
す
る
の
も
、
自
然
環
境

を
変
化
さ
せ
た
私
た
ち
人
間
の
努
め

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
愛
鳥
週
間

を
機
会
に
、
鳥
た
ち
を
観
察
し
、
仲

よ
く
し
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う

か
。
鳥
が
鳴
く
、
そ
ん
な
光
飛
は
私

た
ち
に
安
ら
ぎ
を
Ｉ
え
て
く
れ
ま
す
。

健
康
の
た
め
、
森
林
浴
を
か
ね
な
が

ら
バ
ー
ド
ウ
ｔ
じ

チ
ン
ク
に
出
か
け

て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
。
　

Ｓ

殖
仔
・
編
鳥

国
兄
町
企
面
課

福
鳥
県
伊
達
″`
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

・

九
六
九
－

一
七
　

ａ
（
０
二
四
五
）
八
五
と

こ

Ｉ
．
（
代
表
）


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14

